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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年3月26日(2010.3.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓リードを切開部から蛇行経路を通して心臓の室に対する植え込み箇所まで導入する
２管腔案内カテーテル（ｂｉｌｕｍｅｎｇｕｉｄｅ ｃａｔｈｅｔｅｒ）において、
　カテーテル本体の基端と、該カテーテル本体の末端との間を伸びる細長いカテーテル本
体を備え、
　該カテーテル本体は、案内管腔（ｇｕｉｄｅ ｌｕｍｅｎ）を備え、
　該案内管腔は、該案内管腔の入口ポートと、カテーテル本体の末端との間を伸び、該案
内管腔の直径寸法は、案内カテーテルを蛇行経路を通ってステアリングする（ｓｔｅｅｒ
ｉｎｇ）のを助け得るように内部に挿入された案内工具を受け入れ得るような寸法とされ
、
　該カテーテル本体は更に、送り込み管腔（ｄｅｌｉｖｅｒｙ ｌｕｍｅｎ）を備え、
　該送り込み管腔は、該送り込み管腔の入口ポートと、カテーテル本体の末端に対し基端
側にてカテーテル本体に沿って配置された送り込み管腔の出口ポートとの間を伸び、これ
により案内管腔を包む末端リーダが、送り込み管腔の出口ポートからカテーテル本体の末
端まで末端方向に伸び、
　該送り込み管腔は、案内管腔の直径を上廻る送り込み管腔直径を有し且つ、リード導体
を包みまた基端リードコネクタ要素及び末端電極の間を伸びたリード本体を有する心臓リ
ードを蛇行経路を通って植え込み箇所まで導入することを可能にするよう心臓リードを受
け入れ得る寸法とされた、２管腔案内カテーテル。
【請求項２】
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　請求項１の案内カテーテルにおいて、
　カテーテル本体は、第一のデュロメータ硬さを有する第一の材料にて押し出し成形され
た送り込み管腔を包む送り込み管と、第二のデュロメータ硬さを有する第二の材料にて押
し出し成形された案内管腔を包み込む案内管とを共押し出し成形し且つ、送り込み管及び
案内管を細長い接続部に沿って接続することにより、形成された共押し出し成形の２管腔
カテーテル本体を備える、案内カテーテル。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６０】
　２管腔案内カテーテル１００は、また、案内管腔内に挿入されたガイドワイヤー８０に
代えて、かかる前進する間、末端リーダ１２０を補強し且つ、選択的に曲げる補強スタイ
レットを採用して蛇行経路を通して前進させてもよい。これと代替的に、スタイレット９
０と共に使用し得るようにされた一例としての細長い２管腔案内カテーテル１００´の第
二の実施の形態が図７及び図８に示されている。２管腔案内カテーテル１００´は、案内
管腔出口ポートがブロック１３８により閉じられ又は閉止されて血液及び流体の侵入を防
止することが好ましい点を除いて、上述した２管腔案内カーテール１００と実質的に同一
の仕方にて製造される。スタイレット９０は、基端のスタイレットワイヤーハンドル９４
とスタイレットワイヤーの末端９６との間を伸びるステンレススチールワイヤー９２を備
えている。スタイレットワイヤー９２は、患者の身体外からハブの案内管腔１２５及びカ
テーテルの案内管腔１１６を通って前進し、カテーテル本体の末端１１８にて閉止部１３
８に対しスタイレットの末端９６と当接し得るようにされている。スタイレットワイヤー
９２は、約０．５５ｍｍ（約０．０２２インチ）のスタイレット直径を有することができ
る。スタイレット９０は、例えば、メドトロニック（ＭＥＤＴＲＯＮＩＣ）（登録商標名
）モデル９２１０ステア可能なスタイレット又は共同譲渡された米国特許第５，８７３，
８４２号及び米国特許第６，１４６，３３８号に開示された型式のステア可能なスタイレ
ットのようなステア可能なスタイレットを含むことができる。
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